
４．評価結果を踏まえての市の検討結果

今後の方向性 方向性の内容

事業のやり方改善（コスト削減）

・蛍光灯のＬＥＤ化については、削減される電気料について試算し、一斉にＬＥＤ化できな
いか検討する。

・予算の執行については、外部評価のとおり施行状況をチェックし、的確な予算執行がで
きるようにする。

※児童・生徒の安全安心や教員の多忙感解消のためにも、用務員の削減は行わない。

２．事務事業の外部評価
外部評価委員の意見

・文科省と北中学校が連携し、モデルケースとして、地域ボランティアグループを立ち上げ、各々が得意なものをできるような
形で、学校をサポートしているものがある。こういった動きを拡大することで、民間との協働が実現できるものと考えられる。

・各学校の予算執行について、バランスのとれた執行となるようアドバイス等をしていくことで、予算が足りないなどの問題解
決につながると思われる。

・PTAや地域、町会等との連携により、用務員がいなくては危険な学校にだけ配置するようにする必要があると思われる。

・蛍光灯のLED化や太陽光発電の設置などにより、光熱水費の削減を図っていくべきであると考えられる。

・教職員の負担が増えるようなことにはならないようにすべきだと思われる。

３．外部評価委員会としての評価結果

今後の方向性 方向性の内容

・PTAや地域などとの連携により、用務員などの人件費を削減していく必要がある。
・蛍光灯のLED化や太陽光発電の設置などにより、水光熱費の削減を図っていく必要が
ある。
・予算の執行状況をチェックをすることで、的確な予算執行が可能になると考えられる。

意
図

児童・生徒の学習環境及び教職員
の就業環境の充実を図る

事業期間

根拠法令・条例等

学校教育法

豊かな心と確かな学力を育むま
ちづくり

施   策
安全で安心して学べる教育環境
の整備

基本事業
安全で快適な学校施設の整備

１．事務事業の概要

廃止
事業のやり方改善（コスト削減）

事務事業外部評価シート

事務事業名 小学校運営事業・中学校運営事業 担当課・係 教育総務課　総務係

事業概要
（具体的な事務事業の活動内容・進め方）

事業目的（働きかける対象は何か？
・対象をどのような状態にしたいか？）

政策体系（まちづくりの目的・方針）

安全な学校運営の維持管理、児童の学習環
境及び教職員の就業環境の充実に努める。
学校運営上必要な事務用品や消耗品の購
入、施設管理のための光熱水費や電話料等
の支払い
資料作成用の印刷機等の借上げ・維持料等

対
象

佐野市立の各小中学校
小中学校に通う児童・生徒
小中学校に勤務する教職員

基本目標
豊かな心を育む教育・文化づくり

政   策


